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- 概 要 版 - 
令和５年３月 墨田区 

 
 

本区は、平成 11（1999）年に「墨田区男女平

等推進プラン」を策定し、以降、５年ごとにプラ

ンの改定を行い、男女共同参画施策を推進してき

ました。このたび、「墨田区男女共同参画推進プ

ラン（第６次）」（令和６年度～令和 10 年度）

の策定にあたり、区民の皆様の御意見を施策に反

映させるための基礎資料として「墨田区男女共同

参画に関する調査」を実施しました。 

◇概要版の見方◇ 

・回答は各質問の回答者数（ｎ）を基数とした百分率（％）で表示しています。 

・百分率は少数第２位を四捨五入しました。したがって比率の合計が 100％にならない場合があります。 

・複数回答（２つ以上選んでよい問）においては、％の合計が 100％を超える場合があります。 

・表、グラフは、表示の都合上、調査票の選択肢等の文言を一部簡略化している場合があります。 
 
 
 
 

【性別】 

 

◆性別は、「女性」が 60.6％、「男性」

が 38.8％、「その他」が 0.2％です。

「無回答（選択肢）」とした回答者は

いませんでした。 

 

 

【年代】 

 

◆年代は、全体では、「50 歳代」が

22.6％と最も多く、「30 歳代」、「40

歳代」が２割前後です。20 歳代、60

歳代、70 歳代は１割台で、今回から

対象となった「18・19 歳」からは

回答がありませんでした。 
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墨田区全域 
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郵送配布－郵送回収調査 
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【現在の職業】 

 

◆回答者の現在の職業は、「正社員・正職

員」の 51.2％が最も多く、「パートタ

イム・アルバイト」が 11.6％となっ

ています。 

類型化すると、“自営・自由業など”が

8.8％、“会社等に勤務・在宅就業”が

71.5％、“無職・学生”が 19.1％で

す。 

 

 

 

【共働き状況】 

 

◆回答者と配偶者等の就業形態によっ

て共働き状況の区分を行った結果、全

体では、「共働き」が 43.1％、「準共

働き」が 27.6％、「非共働き」が

29.0％となります。 

 

 

 
 

注：「共働き」は、回答者もその配偶者等も正社員など“常勤的な就業形態” 

「準共働き」は、回答者かその配偶者等のどちらか、あるいは両方とも派遣やパートなどの“非常勤的な就業形態”  

「非共働き」は、回答者かその配偶者等のどちらか、あるいは両方とも専業主婦・主夫、学生や年金生活者など無職の方となります。 

 
 
 
 
 
 
 
  

派遣・契約社員

パートタイム・アルバイト

内職・在宅就業

無回答

その他

専業主婦・主夫
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 ワーク・ライフ・バランスについて 
 

【夫は外で働き、妻は家庭を守るという考え方】 

＜賛成＞ ＜反対＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆夫は外で働き、妻は家庭を守るという固定的性別役割分担意識について、前回調査と比較すると、全

体では＜反対＞が 61.7％で、前回の 51.8％から 9.9 ポイント増加しています。 

 

◇（参考）世論調査（令和 4 年 11 月内閣府調査） 

＜賛成＞ ＜反対＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆世論調査の結果をみると、＜反対＞が都区部では約７割、全国では６割台半ばを占めています。 

  

都区部 (186) 30.1 69.4

全国 (2,847) 33.5 64.3
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※世論調査には「わからない」の選択肢がありません。 
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【ワーク・ライフ・バランスの希望と現実】 

希望 

 

◆生活の中での優先度の希望につ

いて、前回調査と比較すると、全

体では、「仕事、家庭生活、個人の

生活すべて」が増加、「家庭生活を

優先」が減少しています。 

 

 

 

 

 

現実 

 

◆生活の中での優先度の現実につ

いて、前回調査と比較すると、全

体では、「仕事と家庭生活を優先」

が増加しているものの、依然とし

て「仕事を優先」が最も多くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 女性の就労・活躍推進について 
 

【女性が職業をもつことについて】 

 

◆女性が職業を持つことについて、

男女ともに「結婚・出産に関わら

ず、ずっと職業をもつ方がよい」

という就労継続型が最も多くな

っており、女性が男性を上回って

います。 

  

■性別役割分担意識には男女ともに過半数が反対しており意識の解消は進みつつありますが、依然として賛成が
２割程度を占めることから、意識の解消に向けてより一層啓発を強化する必要があります。 

■男女ともにワーク・ライフ・バランスの意識は高まっていますが、現実では仕事を優先している状況が見受けられ、
希望と現実でギャップがあることがうかがえます。 
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【女性の再就職をするための援助や対策】※複数回答可 

 

◆出産、子育て、介護などを経て再

就職するための援助や対策につ

いて、全体では、「求職中も子ども

を預けられるなど保育サービス

を充実する」が最も多く、「出産・

子育て、介護などで退職しても同

一企業に雇用されるようにする」

が続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 コロナ下での行動変化について 
 

【コロナによる生活や行動の変化】 

＜あてはまらない＞ ＜あてはまる＞ 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆新型コロナウイルス感染症拡大により生じた変化として＜あてはまる＞ものは、『精神的に不安にな

ることが増えた、イライラすることが増えた』が約４割、『収入が減った（減る見込みになった）』、『仕

事の負担が増えた』、『食事の支度や掃除等、家事負担が増えた』が２割台となっています。 

 

 
  

■女性の働き方について就労継続型が男女ともに最も多くなっています。女性が結婚・出産等を経験しながら安
心して働き続けられる環境の整備や支援の充実を図ることが重要です。 
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71.9 8.4

73.6 7.6

58.5 22.8

⑤子どもの世話の
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ことが増えた

④夫婦・パートナーとの

関係が悪化した
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求職中も子どもを預けられるなど
保育サービスを充実する

出産、子育て、介護などで退職しても
同一企業に雇用されるようにする

パートの労働条件を向上する

在宅ワークの情報提供や相談などの
支援を充実する

就職に関する相談が気軽に
できるようにする

求人情報を入手しやすくする

技術や技能を習得するための
情報提供を多くする

再就職のセミナー、講習を実施する

起業に関するノウハウや融資等の

情報提供を充実する

その他

無回答
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4.5

2.9
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全 体 n=(629)  
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(%)

■コロナ下での生活や行動の変化として『精神的に不安になることが増えた、イライラすることが増えた』といった心の
問題が生じていることがうかがえます。コロナ下においてストレス等からＤＶ相談件数が増加したことを踏まえ、今
後新たな感染症等が発生した場合、様々なケアを考慮していく必要があると考えられます。 
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 地域活動について 
 

【避難所運営において多様な人々の視点に配慮して取り組む必要があること】※複数回答可 

 

◆避難所の運営において、多様な

人々の視点に配慮して取り組む

必要性について、全体では、「性別

等への配慮などによる避難所の

プライバシー確保」が最も多く、

「妊産婦や育児中の女性への配

慮」、「女性用品の配布の際の配慮」

が続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 健康について 
 
【性別に関わらず自分の健康を守るために必要なこと】※複数回答可 

◆性別に関わらず自分の健康を守

るために必要なことについて、女

性では「子どもの成長と発育に応

じた性教育」が、男性では「喫煙

や薬物等、男女の健康への害につ

いての情報提供・相談体制の充実」

が最も多くなっています。また、

女性で更年期、性や妊娠・出産に

関する情報提供や相談体制の充

実、リプロダクティブ・ヘルス／

ライツに関する教育・学習の充実

が３割前後となっています。 

 
 
 
 

 

  

喫煙や薬物等、男女の健康への害についての
情報提供・相談体制の充実

子どもの成長と発育に応じた性教育

更年期についての情報提供・相談体制の充実

性や妊娠・出産についての情報提供
・相談体制の充実

女性が自分の身体や性に関することを自分で決める権利

（リプロダクティブ・ヘルス／ライツ）
に関する教育・学習の充実

性感染症（カンジダ症、クラミジア感染症など）
についての情報提供・相談体制の充実

生理の貧困対策

その他

特にない

無回答
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3.7

9.4

3.4

46.3

30.7

29.9

22.5

14.3

16.0

9.0

4.5

16.8

2.0
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全 体 n=(629)  

女 性 n=(381)  

男 性 n=(244)  

(%)

■健康への害やライフステージに関する情報提供や相談体制の充実に加え、子どもへの性教育やリプロダクティ
ブ・ヘルス／ライツに関する教育や学習を進めることが必要と考えられています。 

５ 

４ 

■災害が頻発する中で、避難所運営は非常に重要です。性別等に配慮したプライバシー確保や設備等の充実
に取り組み、安心安全な避難所運営を進める必要があります。 

性別等への配慮などによる避難所のプライバシー確保
（トイレ、更衣室、物干し場所等）

妊産婦や育児中の女性への配慮（授乳室の設置等）

女性用品の配布の際の配慮

要配慮者や外国人など、様々な人の視点を取り入れた
避難所運営

被災者の心のケアができる体制づくり

性別等様々な視点でのニーズの把握
（聞き取り、意見箱等）

女性の積極的な参画により、女性の視点を
より反映した避難所運営

保健師派遣による健康相談・管理等

わからない

無回答

84.6

67.9

56.4

48.3

46.4

39.4

39.0

38.8

5.1

1.7

87.9

68.2

60.4

54.9

49.6

42.3

41.7

43.8

3.9

1.8

79.5

67.6

50.4

38.1

41.4

34.8

34.4

31.1

7.0

1.2

0 20 40 60 80 100

全 体 n=(629)  

女 性 n=(381)  

男 性 n=(244)  

(%)
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 人権問題について 

 
【パートナーや交際相手からのＤＶの経験】※複数回答可 

 

◆男女ともに「特にない」が最も多

くなっています。一方、ＤＶを受

けた経験は男性が１割台半ばに

対し、女性が約３割と女性のほう

がＤＶを受けた経験が多くなっ

ています。 

女性が受けたＤＶ経験では、「大

声で怒鳴られた」、「容姿について

傷つくようなことを言われた」、

「行動を制限された」の順となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【被害の相談の有無】 

 
◆被害の相談経験について、男女と

もに「相談しようと思わなかった」

が最も多くなっています。「相談

した」は女性が男性の倍近くとな

っている一方、「相談しなかった

（できなかった）」は男性が女性

のおよそ倍になっています。 

 
 
 
 
 
  

医師の治療が必要となる程度の暴力を受けた

命の危険を感じるくらいの暴力をうけた

特にない

無回答

大声で怒鳴られた

容姿について傷つくようなことを言われた

行動を制限された

「女（男）のくせに」「女（男）だから」と差別的な

言い方をされた

何を言っても無視された

「誰のおかげで生活できるんだ」とか「かいしょうなし」

と言われた

医師の治療は必要ではなかったが、暴力は受けた

交友関係や電話、メール、ＳＮＳを細かく監視された

生活費を渡さない

嫌がっているのに性的行為を強要された

避妊に協力してもらえない

見たくもないのにポルノビデオやポルノ雑誌を見せられた

10.5

6.8

5.4

4.8

4.5

4.3

4.1

3.0

3.0

2.9

2.9

0.8

0.5

0.3

73.9

2.9

14.7

7.6

7.1

5.5

4.2

6.0

5.2

3.1

4.7

4.2

4.5

1.0

0.5

0.5

68.8

2.4

3.7

4.9

2.5

3.3

4.1

1.2

2.5

2.5

0.4

0.4

-

-

-

-

82.4

3.7

0 20 40 60 80 100

全 体 n=(629)  

女 性 n=(381)  

男 性 n=(244)  

(%)

全 体 (146)

女 性 (110)

男 性 (34)

(%)

28.2

14.7

15.5

29.4

46.4

50.0

10.0

5.9

ｎ

24.7 19.2 47.3 8.9

相

談

し

た

相

談

し

な

か
っ

た

（

で

き

な

か
っ

た
）

相

談

し

よ

う

と

思

わ

な

か
っ

た

無

回

答

６ 
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■ＤＶを受けた経験は女性で多く、うち被害を相談したことがある人は約３割でした。相談しなかった理由として
「誰（どこ）に相談してよいかわからなかった」も挙げられています。不快な経験も女性のほうが多く、ＤＶ等の
暴力に関する周知啓発、相談窓口の周知をより一層進めることが重要です。 

■男性でＤＶを受けたことのある人の約８割で相談経験がないため、男性に対する窓口の周知や相談体制の
整備を図る必要があります。 

【相談しなかった理由】※複数回答可 

 
◆男女ともに、「相談するほどのこ

とではないと思ったから」が最も

多く、「相談しても無駄だと思っ

たから」が続いています。 

「相談するほどのことではない

と思ったから」は男性が女性を大

きく上回り、「自分さえ我慢すれ

ば、このまま何とかやっていける

と思ったから」は女性が男性を大

きく上回っています。 

 
 

 

 

【職場・学校・地域での不快な経験】※複数回答可 

◆男女ともに「特にない」が最も多

くなっています。一方、不快な経

験は男性が 1 割台半ばに対し、女

性は４割台半ばと女性のほうが

不快な経験が多くなっています。 

女性が受けた不快な経験では、

「異性に身体をさわられた」、「容

姿について傷つくようなことを

言われた」、「宴会でお酒やデュエ

ットを強要された」などが挙げら

れています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

相談したことがわかると、仕返しやもっとひどい暴力を

受けると思ったから

被害を受けたことを忘れたかったから

その他

無回答

相談するほどのことではないと思ったから

相談しても無駄だと思ったから

自分さえ我慢すれば、このまま何とかやっていけると
思ったから

誰（どこ）に相談してよいかわからなかったから

自分にも悪いところがあると思ったから

恥ずかしかったから

相談することによって不快な思いをすると思ったから

世間体が悪いから

51.5

34.0

26.8

25.8

22.7

9.3

9.3

8.2

4.1

4.1

3.1

1.0

47.1

35.3

32.4

25.0

23.5

10.3

10.3

8.8

5.9

5.9

2.9

1.5

63.0

33.3

11.1

29.6

18.5

7.4

3.7

7.4

-

-

-

-

0 10 20 30 40 50 60 70

全 体 n=(97)  

女 性 n=(68)  

男 性 n=(27)  

(%)

「女（男）のくせに」「女（男）だから」と差別的な

言い方をされた／もしくは行動を強要された

帰宅途中などに後をつけられたり、
つきまとわれたりした

いやがっているのに卑猥な話や猥談を

聞かされた

性的な行為を強要された

性的な噂をたてられた

交際を強要された

育児休業や時短勤務の取得を拒まれたり、不利な取扱いを

受けることを示唆されたり、心ない言葉をかけられた

プライバシーに関することや性的な内容の
手紙や電話を受けた

産休・育休後、降格や不当な異動、配置転換、雇用形態の
変更、解雇、自主退職させられた

異性に身体をさわられた

容姿について傷つくようなことを言われた

宴会でお酒やデュエットを強要された

結婚や異性との交際についてしつこく聞かれた

ヌード写真や卑猥な雑誌を目につくところに
置かれたり、貼られたりした

「ホモ・レズ・オカマ・オナベ」等、差別的な
言動を受けたり、嘲笑された

特にない

無回答

16.1

11.6

10.0

9.9

9.1

6.8

6.7

3.0

2.7

2.1

1.9

1.6

1.0

0.6

0.6

60.7

5.1

23.9

13.9

13.1

11.3

10.2

10.2

9.2

4.2

2.6

2.9

2.4

2.1

0.5

0.5

-

49.6

5.0

2.9

7.4

4.5

7.0

6.6

0.4

1.6

0.4

2.0

-

0.8

0.4

1.2

-

1.2

79.1

5.3

0 20 40 60 80 100

全 体 n=(629)  

女 性 n=(381)  

男 性 n=(244)  

(%)
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■「ＬＧＢＴ」の認知度は高くなっていますが、「ＳＯＧＩ」の認知度は半数以下となっています。性的マイノリテ
ィの人権に配慮するために必要なこととして「周囲の人の理解や偏見・差別の解消」、「社会制度の見直しや
差別の解消」が多く挙げられているように、偏見や差別の解消に向けて社会的意識の醸成や理解周知の促
進、制度等の見直しが必要と考えられます。 

 多様な性について 
 
【多様な性に関する言葉の認知度】 

＜認知度＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆『ＬＧＢＴ等（性的マイノリティ）』について、「内容まで知っている」は 69.3％、＜認知度＞では

約９割となっています。一方、『ＳＯＧＩ（性的指向・性自認）』について、「内容まで知っている」は

14.1％、＜認知度＞は４割弱となっています。 

 
【性的マイノリティの人権に配慮するために必要なこと】※複数回答可 

 

◆ＬＧＢＴ等の人たちが暮らしや

すい社会になるため特に必要な

ことについて、全体では、「周囲の

人の理解や偏見・差別の解消」が

最も多く、「社会制度の見直しや

差別の解消（同性婚の法的整備、

進学・就職・医療・住居・社会保

障等の平等）」、「教育現場での普

及・啓発」が続いています。 

 

 
 
 
 
 

  

88.5

38.3

認

知
度

n = (629)

①ＬＧＢＴ等

（性的マイノリティ）

②ＳＯＧＩ

（性的指向・性自認）
14.1 24.2 58.8 2.9

(%)
69.3 19.2 9.2 2.2

内

容

ま

で

知
っ

て

い

る

聞

い

た

こ

と

は

あ

る

が
、

内

容

は

知

ら

な

い

知

ら

な

い

無

回

答

周囲の人の理解や偏見・差別の解消

社会制度の見直しや差別の解消（同性婚の法的整備、

進学・就職・医療・住居・社会保障等の平等）

教育現場での普及・啓発

企業や学校現場、公共施設でのトイレや

更衣室等の配慮や取組み

パートナーシップ制度の導入

専門の相談機関

その他

取り組む必要はない

無回答

69.0

66.0

50.2

43.9

37.0

23.4

3.0

2.9

4.3

74.8

71.4

55.1

52.5

42.0

26.0

2.1

2.9

2.9

60.7

57.4

43.4

30.3

29.5

18.9

4.1

2.9

6.6

0 20 40 60 80 100

全 体 n=(629)  

女 性 n=(381)  

男 性 n=(244)  

(%)

７ 
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■＜男性優遇＞が『全体として現在の日本』や『しきたりや習慣』で７割台半ばを占めており、社会のあらゆる場
面に不平等が残っていることがうかがえます。啓発や教育等の取組をより一層進めていく必要があります。 

■「ジェンダー」や「ＤＶ防止法」、「仕事と生活の調和」の＜認知度＞が高い一方で、区の条例や男女共同参
画推進プラン、情報誌「すずかけ」は２割台に留まっているため、各種媒体等を活用した幅広い周知の工夫が
必要であると考えられます。 

 男女共同参画について 
 

【各分野における男女の地位について】 

 

◆＜女性優遇＞は『家庭生活』

で 17.0％、「平等である」は

『学校教育』で 53.6％と最

も多くなっています。＜男性

優遇＞は、『全体として現在

の日本では』（76.9％）と『し

きたりや習慣では』（73.6％）

で他の分野より多くなって

います。 

 

 

 

【男女共同参画に関する各内容の認知度】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆『ジェンダー（社会的性別）』、『ＤＶ防止法（配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法

律）』の＜認知度＞は８割台と高くなっています。また、『ジェンダー（社会的性別）』と『仕事と生活

の調和（ワーク・ライフ・バランス）』は「内容まで知っている」が過半数を占めています。 

 

 

 

 
  

17.0 34.5 32.1

5.0 31.6 52.2

2.9 53.6 13.1

2.7 22.4 34.5

5.9 24.5 46.0

2.2 10.0 73.6

3.7 8.4 76.9

男

性
優

遇

　
　

　
　

平
等

女

性
優

遇

⑥しきたりや習慣では

⑦全体として現在の

日本では

②職場では

③学校教育では

④地域社会では（町内会・

自治会など地域活動の場）

⑤法律や制度上では

n = (629)

①家庭生活では

1.3

0.5

0.5

1.1

0.3

0.8

3.7

2.4

2.2

4.8

1.9

2.9

31.6

53.6

22.4

24.5

10.0

8.4

31.2

11.0

21.3

28.0

30.5

43.2

21.0

2.1

13.2

18.0

43.1

33.7

8.9

27.8

37.8

21.3

12.1

9.1

2.4

2.7

2.5

2.4

2.1

1.9

(%)
5.7 11.3 34.5 20.2 11.9 13.8 2.5

女

性
が

優
遇

さ

れ
て

い
る

や

や
女

性
が

優

遇
さ

れ
て

い
る

平

等
で

あ
る

や

や
男

性
が

優
遇

さ

れ
て

い
る

男

性
が

優
遇

さ

れ
て

い
る

わ

か
ら

な
い

無

回
答

８ 

＜女性優遇＞ ＜男性優遇＞ 

63.1

86.7

62.8

21.4

20.8

87.1

77.8

23.7

⑤墨田区男女共同

参画推進プラン

⑥ジェンダー（社会的性別）

⑦仕事と生活の調和

（ワーク・ライフ・バランス）

⑧墨田区男女共同参画情報誌

「すずかけ」

①男女共同参画社会基本法

②ＤＶ防止法（配偶者からの暴力の

防止及び被害者の保護に関する法律）

③女性活躍推進法（女性の職業生活に

おける活躍の推進に関する法律）

④墨田区女性と男性の
共同参画基本条例

n = (629)
認

知

度

29.3

15.4

1.7

2.2

52.1

50.6

4.6

57.4

47.4

19.7

18.6

35.0

27.2

19.1

11.4

35.3

76.6

76.3

11.0

20.5

74.6

1.9

1.9

1.9

2.9

1.9

1.7

1.7

(%)
19.2 43.9 35.0 1.9

内

容
ま

で

知
っ

て

い

る

聞

い
た

こ

と

は

あ

る

が
、

内

容

は

知

ら

な
い

知

ら
な

い

無

回
答

＜認知度＞ 
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■「すみだ女性センター」の＜認知度＞は４割台半ばで前回調査から減少しており、施設を知らない人も多くな
っています。重点的に行うべき講座で「子育てをする父親のための講座」や「男性の家庭参画を進める実践的
講座」といった男性を対象とした内容も多く挙げられていることから、今後、性別にかかわらず誰もが利用可能と
いうことを含めたすみだ女性センターの積極的な周知と講座の充実を図ることが必要であると考えられます。 

 すみだ女性センターについて 
 
【すみだ女性センターの利用の有無】 

 
◆すみだ女性センターの＜認知度

＞は、全体で４割台半ばとなって

おり、前回調査と比較すると、5.8

ポイント減少しています。また、

「施設があることを知らない」は、

男性は６割台、女性で４割台半ば

となっています。 

 

 

 

 

＊：「知っているが、利用したことはない」は、今回調査の「知っているが、利用する機会がなかった」と 

「知っているが、名称から誰でも利用できる施設ではないと思った」（前回調査の選択肢になし）の合計 

 

 

【すみだ女性センターで重点的に行うべき講座】※複数回答可 

 

◆男女ともに「子育てをする父親の

ための講座」が最も多く、「男性の

家庭参画を進める実践的講座」、

「子育てをする母親のための講

座」が同率で並び、「男女平等問題

について啓発をする講座」が続い

ています。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

子育てをする父親のための講座

男性の家庭参画を進める実践的講座

子育てをする母親のための講座

男女平等問題について啓発をする講座

女性の健康に関する講座

女性の地域活動リーダーを育てる講座

女性が会社をはじめたり経営をしたり
するための講座

女性が区政について学ぶ講座

ＤＶに関する講座

男性の地域参加促進のための講座

その他

無回答

37.0

25.6

25.6

23.8

21.5

19.7

18.9

17.3

11.8

8.4

4.6

9.1

38.6

25.2

27.8

18.9

28.6

18.4

23.4

20.7

12.9

5.2

4.2

8.1

35.2

25.8

22.5

31.6

9.8

22.1

11.5

11.9

9.8

13.5

4.9

10.7

0 10 20 30 40 50

全 体 n=(629)  

女 性 n=(381)  

男 性 n=(244)  

(%)

今回調査 (629) 46.2

前回調査 (633) 52.0

今回調査 (381) 53.3

前回調査 (367) 61.3

今回調査 (244) 35.2

前回調査 (263) 38.8

(%)

認
知

度

利

用

し

た

こ

と

が

あ

る

知
っ

て

い

る

が
、

利

用

し

た

こ

と

は

な

い

*

施

設

が

あ

る

こ

と

を

知

ら

な

い

無

回

答

ｎ

9.5

12.6

12.5

5.7

5.3

42.5

40.7

48.8

29.5

33.5

46.4

44.1

37.3

60.2

59.7

1.6

2.6

1.4

4.5

1.5

9.9 36.3 50.6 3.3
全

体

女

性

男

性

＜認知度＞ 

９ 
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-概要版- 

令和５年３月 

発行：墨田区総務部人権同和・男女共同参画課 

東京都墨田区吾妻橋１－２３－２０ 

電話：０３－５６０８－１１１１（代表） 

 男女共同参画推進施策に対する要望 
 
【男女共同参画社会実現のために必要な区の取り組み】※複数回答可 

 

 

 

◆「育児、保育施設の充実」が最も

多く、「就労機会や労働条件の男

女格差を是正するための働きか

け」、「学校で男女共同参画につい

ての教育の充実」、「高齢者、障害

者や病人の在宅介護サービスや

施設の充実」が続いています。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
＜男女別ランキング（上位５項目）＞ （％） 

順位 女性 男性 

１ 育児、保育施設の充実 42.0 育児、保育施設の充実 36.1 

２ 高齢者、障害者や病人の在宅介護サービスや施設の充
実 

34.4 学校で男女共同参画についての教育の充実 35.7 

３ 就労機会や労働条件の男女格差を是正するための働
きかけ 

34.1 就労機会や労働条件の男女格差を是正するための働
きかけ 

32.8 

４ 学校で男女共同参画についての教育の充実 30.2 男女共同参画に関する情報提供や学習機会の充実 27.0 

５ 男女共同参画に関する情報提供や学習機会の充実 20.7 高齢者、障害者や病人の在宅介護サービスや施設の
充実 

25.4 

 
 
 
 
 
 

 

育児・保育施設の充実

就労機会や労働条件の男女格差を是正

するための働きかけ

学校で男女共同参画についての教育の充実

高齢者、障害者や病人の在宅介護サービスや

施設の充実

男女共同参画に関する情報提供や

学習機会の充実

あらゆる分野における女性の積極的な登用

政策決定・意思決定への女性の参画促進

女性の職業教育・訓練の機会の充実

健康づくりのための検診体制や

相談体制の充実

男女共同参画に関する施策の

国・都への働きかけ

男女共同参画に関する国際的な交流・

情報収集の促進

男女共同参画の視点に立った相談事業の充実

その他

無回答

39.4

33.7

32.1

30.8

23.2

20.2

12.2

11.8

11.3

9.5

6.2

5.6

1.7

5.2

42.0

34.1

30.2

34.4

20.7

19.9

12.3

15.0

12.1

7.9

6.0

5.0

1.0

5.2

36.1

32.8

35.7

25.4

27.0

20.1

11.9

6.6

10.2

11.9

6.6

6.6

2.5

5.3

0 10 20 30 40 50

全 体 n=(629)  

女 性 n=(381)  

男 性 n=(244)  

(%)
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